
高知県と特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパンとの

災害等緊急時における連携協力に関する協定について

高知県保健政策課

１ 「災害等緊急時における連携協力に関する協定」の締結

■締 結 日 令和６年 11 月 20 日

■連携内容

２ 特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパンについて

■住所 広島県神石郡神石高原町近田 1161-2 2F

■代表理事 兼 統括責任者 大西健丞

1996 年の設立以来、全世界において、人道・災害支援を実施する団体。

中核となる活動は、「災害支援事業」、「海外事業」、「犬の保護・譲渡事業」。

大規模災害発生時には、ピースウィンズが運営する「空飛ぶ捜索医療団”ＡＲＲＯ

ＷＳ”」が、超急性期から現地に入り、医療、捜索、救助等の活動を幅広く実施してい

る。ヘリ等の航空機の他、災害医療支援船（3,500 トン級）を所有しており、陸空海か

らの支援活動が可能。東日本大震災以降、ほぼ全ての国内大災害に出動している。

３ 本協定締結の経緯

ピースウィンズから高知県に対し、災害時の連携に関する提案をいただき、訓練に

おいて、ピースウィンズの活動内容や連携方法を確認。その後、あらためてピースウ

ィンズ側から本県に対し、「災害等緊急時における連携協力に関する協定」について、

協定締結の打診をいただいたことによるもの。

なお、ピースウィンズは、全国の様々な 52 の団体と災害連携協定を締結しており、

高知県内においては、田野病院、高知県立大学、田野町、高知市の４団体と協定を締

結し、防災イベントや訓練等を実施している。

ピースウィンズによる支援は、協定の有無に関わらず実施されるが、発災時に迅速

かつ円滑に支援を実施できるよう、協定を締結するもの。

４ ピースウィンズによる災害支援

医療チーム、現地調査・救助チーム、災害救助犬、ロジスティクス（ヘリコプター、

飛行機、船舶、水陸両用車、四輪駆動車など）、メディアを中心に、自治体などと連携

し、被災地に最適な形で包括的支援を実施している。

(１) 法人の医療従事者・救助隊員・航空機等の派遣

(２) 県が必要とする救援物資の輸送、患者搬送

(３) 県、法人が実施する平時の準備

(４) (１)から(３)に掲げるもののほか､特に県もしくは法人から協力要請のあった

事項

(５) その他、発災時における県民の生命への被害の防止又は軽減を図る活動


